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Abstract:Thesubjectsinthisstudywere372adultslivinginYasudatown,Niigataprefecture.Those

werethesameasinthefirstreport.Therelationbetweenmasticatoryabilityandnumber

ofmissingteethandtheeffectbyuslngremovabledentureswereinvestlgatedinthisreport.

Firstassubjectiveevaluationofmasticatoryability,thesubjectswereaskedabouttheir

abilitytochewfoodsontheevaluationchartofmasticatoryefficiencywithcompletedenturesby

Yamamoto(Yamamoto'schartforshort).Secondlyasobjectiveevaluationofmasticatory

ability,theamountofsugarelutionfrom achewinggum wasmeasuredaftertheyhad

chewedachewlnggum 100times.

Inthesubjectiveevaluationofmasticatoryabilityitbecamedifficultforthem tochew

hardfoodsontheYamamoto'schartwithincreaslngnumberofmisslngteeth,andthekind

offoodswhichcouldbechewedbythe8-14missingteethgroupofsubjectswidely

differedfrom thatbythe1-7misslngteethgroup.EachoffoodsontheYamamoto's

chartwasscoredasfollows:canbechewed(○ト2points,canbechewedbyforceor､when

choppedfine(△)-1point,cannotbechewed(×)-Opoint.Thetotalscoreofeachsubject

wasdefinedasself-assesedscore.Itdecreasedwithincreaslngnumberofmisslngteeth.

Theresultofobjectiveevaluationofmasticatoryabiltywasthattheamountofsugar

elutiondecreasedwithincreasing:1umberofmissingteeth.Butitsdecreasingtrendwas

gentleasagainstself-assesedscorewhichdecreasedsharplyonthe15-21misslngteeth
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grOup･

Thesubjectsuslngremovabledentureswereaskedabouttheirabilitytochewfoodson

theYamamoto'schartbothwithdenturesandwithoutdentures.Itbecamedifficultfor

them tochew hardfoodswithincreasingnumberofmissingteethinthecasewithout

dentures.Howevertheirmasticatoryabilityrecoveredfairlyinthecasewithdentures.But

eveninthecasewithdenturesmostofthemcouldnotchewhardfoodsontheYamamoto's

chart.

Keywords:Masticatoryability,Missingteeth,Chewinggum,Questionnariesurvey,Epide-

miologlCalsurvey

要 旨

第1報で分析の対象となった新潟県北蒲原郡安

田町在住の成人372名を調査対象として,岨噂能

力と喪失歯数 との関連,および義歯使用の影響に

ついて分析,検討した｡

まず岨噂能力の主観的評価法として,山本式総

義歯岨噂能率判定表 (以下,岨噂能率判定表と略

す)に従って,食品摂取可能状況を質問するもの

とした｡次に客観的評価法として,チューインガ

ムを一定回数かませ,ガムより溶出した糖の重量

を測定することによって,岨噂能力を評価する方

法を採用した｡

主観的評価法による岨噂能力については,喪失

歯数が増加するに縫って,岨噴能率判定表で岨噂

難易度の高い食品がかみにくくなる傾向があった｡

また喪失歯が8-14歯で,岨噂可能な食品の種類

が大幅に変化する傾向が認められた｡さらに,28

食品の数値化による合計点を求め,これを自己評

価得点とし,喪失歯数 との関連を検討した結果,

喪失歯数の増加に伴い,自己評価得点が減少する

傾向が認められた｡

客観的評価法による岨噛能力については,喪失

歯数の増加に従って,溶出糖量が減少し,岨噂能

力が低下していく傾向が認められた｡しかし減少

の傾向は,自己評価得点の場合よりやや緩やかで,

喪失歯カq5-21歯以上から大きな減少となった｡

義歯使用者については,岨噴能率判定表に従っ

て,義歯使用時と非使用時における食品摂取可能

状況を回答してもらった｡その結果,義歯非使用

時には,喪失歯数の増加に伴い,岨噂難易度の高

い食品がかみにくくなる傾向があった｡一方,義

歯使用時には,岨噴能力は相当回復するものの,

岨噴難易度の高い食品はほとんどかめないと判断

しており,義歯による岨噂能力の回復には,食品

の種類において限界があることが示唆された｡

索引用語 :岨噂能力,喪失歯,チューインガム,

質問紙調査,疫学調査

緒 昌

高齢化社会,一病息災の時代を迎えるにあたり,

今後,わが国の健康観に求められるものは,単な

る疾病の不在や生命の延長ではなく,より豊かな

充実した生活を維持することといえる｡ 豊かな食

生活はその一つであると考えられるが,これを実

現するためにはよくかめること,すなわち,健全

な岨噂機能が維持されることが不可欠となってく

る｡これは,成人歯科保健のみならず歯科界のひ

とつの究極目標でもあり,今後ますます社会から

の要請は高まっていくものと考えられる｡

昨今 日本歯科医師会は, ｢一生自分の歯で食べ

よう｣､と題したスローガンを打ち出したが,この

達成のためには,小児のう蝕予防ならびに成人歯
科保健といった二本柱の確立が必要 となってくる｡

従来より,小児のう蝕予防の重要性が諭され,檀

々対策が検討実行されてきているが,成人歯科保

健に至ってはその重要性のアピールも不十分で,
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対策を講じるにも岨噂機能に関する疫学データの

不足といったことから,目標となる客観的な指標

すら定まっていないのが現状である｡

このたび著者らは,第1報で報告した疫学調査

結果から,一地域の成人集団における岨噂能力の

実態を把握し,喪失歯数との関連を中心に分析を

行い,興味ある知見を得たので報告する｡

調査対象および方法

調査対象は,第1報で分析の対象となった新潟

県北蒲原郡安田町在住の成人372名である｡岨噂

能力については,以下に示す岨噂能率判定表およ

びチューインガム法による2種類の方法で評価し,

これら岨噂能力と喪失歯数との関連,および義歯

使用の影響について分析した｡

1.岨噂能力の評価方法

1)岨噂能率判定表による主観的評価法

第1報で紹介した山本式総義歯岨噂能率判定表

(以下,岨噂能率判定表と略す)に従い,30食品

の摂取可能状況について,自己記入方式により,

そのままで十分にかめる (○),無理したり細かく
きざんだりすればかめる (△),かめない (×),の

27

三枝択一に回答するものとした｡ただし,30食品

のうち不明回答の割合が5%以上であった ｢とり

貝｣と ｢なまこ｣は除外したので,集計には合計

28食品のデータを用いた｡

岨噂能率判定表は,内側から外側に向かって,

岨噛難易度が高くなるように作られており,対象

者にも難易度が容易に判定できるものである｡そ

こで今回,岨噂難易度によって各食品のグループ

分けを行ない,図1のように難易度の一番低い内

側をグループ1とし,順次外側に向かってグルー

プ2, 3,4, 5とし,最後に難易度の高い上下

左右の4隅をグループ6とした｡

さらに,岨噴能率判定表の各食品について数値

化を行ない,そのままで十分にかめる (○)なら

2点,無理したり細かくきざんだりすればかめる

(△)なら1点,かめない (×)なら0点を与え,

合計点を求めて自己評価得点 (最高56点)とした｡

なお,可撤性義歯使用者の135名については,義

歯をはずした状態ならびに義歯を入れた状態のそ

れぞれについて,食品摂取可能状況の回答を求め

た｡

2)チューインガム法による客観的評価法

図1 山本式総義歯岨噂能率判定表
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羽田ら11)の報告にある,チューインガムを一定

回数かませ,ガムより溶出した糖の重量を測定す

ることによって,岨噴能力を定量的に評価する方

法 (以下,チューインガム法と略す)を採用した｡

岨噂試料は,ロッテ社製ジューシイフレッシュ

ガム1枚 (平均重量3.23g,SDo.olg)を用い

た｡岨噂方法について,岨噴する歯の部位や岨噂

の強さといった条件は規定せず,対象者個人のリ

ズムで自由に100回岨噴するものとした｡なお義

歯使用者については,義歯をはずした状態でガム

をかんでもらった｡そして岨噂前のガム重量と岨

噂後のガム重量の差から溶出糖量を算出した｡

2.分析方法

まず,対象者を喪失歯数により,0歯, 1-7

歯,8-14歯,15-21歯,22-27歯,28歯の6群

に分けて,以下の分析を行った｡

1)主観的評価法による岨噛能力と喪失歯数との

関連

義歯使用者については,義歯非使用時の回答を

用いた｡

(1)喪失歯数群別に,食品の各々について十分にか

める人の割合を求めた｡

(2)喪失歯数群別に,食品グループのうちある一定

のグループまでならば全食品岨噴可能な人数の分

布を求めた｡

(3)喪失歯数群別に,自己評価得点を比較した｡

2)客観的評価法による岨噴能力と喪失歯数との

関連

喪失歯数群別に,溶出糖量を比較した｡

3)義歯使用時と非使用時の岨噂能力の比較

(1)喪失歯数群別に,食品グループのうちある一定

のグループまでならば全食品岨噂可能な人数の分

布を,義歯使用時と非使用時で比較した｡

(2)喪失歯数群別に,岨噂能力についての自己評価

得点を,義歯使用時と非使用時で比較した｡

なお C4の扱いについては,厚生省歯科疾患実

態調査にならって未処置歯として扱い,喪失歯に

は含めなかった｡また第3大臼歯は,喪失,未萌

出の如何にかかわらず歯数にいれなかった｡従っ

て喪失歯数の最大値は28となる｡

結 果

1.主観的評価法による岨噂能力と喪失歯数と

の関連

まず表1に,喪失歯数群別に6グループ,28食

品の各々について十分にかめる人の割合を示した｡

例えばとうふ (グループ2)の場合は,喪尖歯数

が増加しても,十分にかめると答えた人の割合は

ほとんど減少しなかったが,煮魚 (グループ3)

やかまぼこ (グループ4)の場合,喪失歯が15-

21歯で大幅な減少がみられ,煮魚では30.0%,か

まぼこでは13.8%であった｡さらにグル⊥プ5,

6の食品になると,喪失歯が8-14歯で大幅な減

少がみられ, とくに酢だこ (グループ5)では

28.6%,するめいか (グループ5)では22.0%と

低率であった｡一万雑煮餅 (グループ6)は,喪

失歯が8-14歯で57.9%であり比較的高率を示し

た｡また喪失歯が22-27歯の群に着目すると,グ

ループ5,6の全ての食品で十分にかめると答え

た人がいなくなった｡

次に喪失歯数群別に,食品グループのうちある

一定のグループまでならば全食品岨噛可能な人数

の分布を表2,図2に示した｡ここで,グループ

1 (スープ)なら十分にかめる人と,グループ5

までならば全食品十分にかめる人の数が少なかっ

たので,グループ1とグループ2を,グループ5

とグループ6を合わせて一つのグループとした｡

喪失歯が0歯あるいは1-7歯では,グループ

5, 6まで全食品かめる人がそれぞれ88.8%,

74.1%と大半であったが,喪失歯が8-14歯にな

ると硬い食品のグループ5,6までかめる人が急

に少なくなり,その代わりに,柔らかい食品のグ

ループ1,2やグループ3までしかかめない人が

それぞれ31.0%,33.3%と増加した｡さらに喪失

歯が15-21歯以上になると,グループ1,2まで

しかかめない人が大半を占めるようになった｡

さらに,岨噂能力についての自己評価得点と喪

失歯数との関連を表3,図3に示した｡喪失歯数

が増加するに従って自己評価得点が減少していく

傾向が認められ,喪失歯が8-14歯以上の群での

減少が著明であった｡喪失歯0歯群と比較した減
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表1 喪失歯数群別にみた各食品が十分にかめる人の割合 (%)

喪 尖 歯 数 0 1-7 8-14 15-21 22-27 28 合 計

人 数 89 159 42 30 34 18 37.2

グル ー プ 1 ス ー プ 100.0 99.4 100.0 1.00.0 97.1 94.4 99.2

グ ル ー プ 2 お か ゆ 100.0 99.4 97.6 96.7 85.3 77.8 96.8と う ふ 100.0 99.4 -97.6 100.0 88.2 94.4 98.1

プ リ.ン 100.0 99.4 95.1 100.0 88.2 94.1 97.8

鳥 は んl 100.0 98.7 75.6 30.0 23.5 5.9 79,7

iグル ー プ 3 ま ぐ ろ の き しみ 100.0 98.7 76.2 26.7 12.1 5.9 78.6う な ぎ の 滞 琉 100.0 98.7 76.2 31.0 8.8 0.0 78.5

は ん ぺ ん 100.0 98.7 75-.6 31.0 20.6 ll.1 79.7

煮 魚 100.0 98.7 78.6 30.0 17.6 5.6 79.3

お こ わ1 100.0 98.1 71.4 17.2 2.9 0.0 75.7

グ ル -′プ 4 い か の き し み 98.9 93.7 36.8 14.3 0.0 0.0 69.5

ハ ム 100.0 98.7 78.0 18.5 2.9 0.0 77.1

か ま ぼ こ 100.0 98.1 78.0 13.8 2.9 0.0 76.2

こ ん に ゃ く 100.0 98.1 73.8 13.3 5.9 0.0 75.8

ち くわ 100.0 98.1 73.8 13.3 2.9 0.0 75.5

巨 い ビ ス ケ ッ ト 100.0 93.1 58.5 13.8 0.0 0.0 71.6

グ ル ー プ 5 lビフテ キ 98.9 90.4 41.5 1.0.0 0.0 0.0 67.7

[吏 = 93.3 85.5 28.6 10.0 0.0 0.0 63.2

く ら げ の 酢 の 物 98.9 91.7 38.5 3.3 0.0 0.0 67.8

ら っ き ょ う 100.0 98.:2 56.1 13.8 0.0 0.0 73.0

且 柱 の 干 物 93.0 84.5 34.2 6.9 0.0 0.0 63.3

お こ し 96.6 88.1 42.1 6.7 0.0 0.0 66.5

lす る め い か 91.0 78.6 22.0 6.7 0.0 0.0 58.8

フ ラ ン ス パ ン 98.9 90,4. 45.9 14.3_ 0.0 0.0 69.7

グル 一一､.プ 6 雑 煮 僻 100.0 98.7 57.9 20.0 0.0 0.0 74.2■古 た く あ ん･生 あ わ び 94.4 86.4 35.0 10.3 0.0 0.0 64.3

堅 机 せ ん べ い 94.4 90.8 34.1 6.9 0.0 0.0 6.5.7
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表2 喪失歯数群別にみた岨噂可能食品グループの人数分布ー(%)

【 人 数 89 159 42 30 34 18

F岨噂可舵負PntlグルIプ グルー プ1またはグル｢ プ2まで しかかめ ない 0.0 0.6 3､1.0 76.7 】 90.9 100.0

グル ー プ3まで しかかめない 1.1 8.2 33.3 10.0. 9.1 0.0

グル ープ4まで しかかめ ない 10.1 17.1 16.7 10.0 0.0 0.0

鉄 nU

仁淀 グループL6まで全食品かめる
⊂=】グループほ でしかかめない
EZB グループ3までしかかめない
EZZZZグループ1､2までしかかめない

l′〉7 8.-14 15-セ122-ノ27 28

図2 岨噂可能食品グループの人数分布

表3 自己評価得点 と喪失歯数 との関連

喪 失 歯 数 p 0 1ノー7 8-14 15′-21 22-27 28

人 数 89 159 42 30 34 18

自 己 評 価 得 点 55.29 53.81 36.98 17.37 ll.18 9.17

S D 2.28 5.77 16.23 14.52 6.53 牛14
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少率はそれぞれ, 8-14歯群で33.1%,15-21歯

群で68.6%,22-27歯群で79.8%,28歯群で183.4

%となっていた｡表 4に,自己評価得点における

各喪失歯数群間の, t検定による有意性検定の結

果を示す｡喪失歯が22-27歯群 と28歯群以外は,

隣接する群間で有意差が認められた｡

2.客観的評価法による岨喝能力と喪失歯数と

の関連

表 5,図4に示すように溶出糖量も,自己評価

60

50

48

30

20

10

0

得点と同様,喪失歯数が増加するに従って減少し 喪失歯数 0 1-7 8-1415-2122-27 28

ていく傾向が認められた｡しかし減少の傾向は自 図3 自己評価得点と喪失歯数との関連

表4 自己評価得点における喪失歯数群間の有意性検定

喪 尖 歯 数 0 1.-7 8--14 15.-21 22- 27 28

0
1′-7 **

8--14 3t*書 *‡*

15.-21 ttt *** ***

22-.27 **‡ *** *** *

28 *暮‡ *** *** * NS

* P く0.0 5 , ** Pく0.0 1 , * * * Pく0.001

表5 溶出糖量と喪失歯数との関連

喪 失 歯 数 0 1.-7 8-14 15.-21 22.-27 28
人 数 89 159 42 30 34 18

溶 出 糠 星 ( g ) 1.59 1.54 1.44 1.12 0.64 0.43

S D 0.21 0.23 0.34 0.50 0.44 0.27

己評価得点の場合よりもやや緩やかで,喪失歯が

15-21歯以上の群から大きな減少となっていた｡

喪失歯0歯群 と比較した減少率は,15-21歯群で

29.6%,22-27歯群で59.7%,28歯群で73.0%で

31

あった｡表6に,溶出糖量における各喪失歯数群

間の, t検定による有意性検定の結果を示す｡

3.義歯使用時と非使用時の岨噸能力の比較

喪失歯数群別に,食品グループのうちある一定
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のグループまでならば全食品岨噂可能な人数の分

布を,義歯使用時と非使用時で比較した結果を表

7に示す｡義歯非使用時には喪失歯数が多くなる

と,柔らかい食品のグループ 1,2までしかかめ

ない人が大半であったが,義歯使用時には喪失歯

数が多い人でも,グループ1, 2までしかかめな

い人がほとんどなくなり,少し硬い食品のグルー

プ3ならびにグループ4までかめる人が大半を占

めた｡すなわち,義歯使用時には,喪失歯が8-

14歯以上でも,グループ3までかめる人が4割以

上,またグループ4までかめる人を合わせると,

喪失歯数 0 1-7 8-1415-2122-27 28

図4 溶出糖量と喪失歯数との関連

表6 溶出糖量における喪失歯数群間の有意性検定

喪 先 歯 数 0 1.-7 8-.14 15-.21 22- 27 28

0＼ I

1--7 N S i

8- 14 I+ 辛

15.-21 -‡‡.辛 -*暮* * *

22.-27 ‡書* ** * *‡* * 書書

28 ‡手書 ‡*‡ ‡‡‡ % ** N S

* Pく0.0 5 , * * Pく0.01, * * * Pく0.00 1

約8割となった｡一万,硬い食品のグループ5,

6までかめる人は,義歯非使用時,喪失歯が8-

14歯以上では,喪失歯数の増加に伴い徐々に減少

していき,喪失歯が22-27歯では0.0%になった｡

しかし,義歯使用時には,喪失歯数の増加に伴う

減少傾向はほとんどなく,約15-25%の間でほぼ

一定の割合を示した｡

次に岨噂能力についての自己評価得点を,義歯

使用時と非使用時において比較した｡その結果表

8に示すように,喪失歯が 1-7歯の群では義歯

非使用時でも得点は53.18点と高く,義歯を使用

した場合の54.91点とほぼ同じ程度であった｡ま

た喪失歯数の増加によって,義歯非使用時の得点

は下降したものの,義歯使用による得点の大幅な

上昇がみられ,喪失歯が8-14歯の群では約14点,

28歯の群では34点の上昇となった｡また,義歯使

用時と非使用時の自己評価得点について, t検定

による有意性検定を行った結果,喪失歯が 1-7

歯では有意差はなく,8-14歯以上になると両者

の間に有意差が認められた｡さらに,表には示さ

なかったが,義歯使用時における自己評価得点に

ついて, t検定による有意性検定を行った結果,

喪失歯が 1-7歯の群の自己評価得点と,8-14

歯以上のすべての群の自己評価得点との間に,

p<0.001で有意差が認められた｡しかし,喪失

歯が8-14歯以上の群では,義歯使用時の自己評

価得点は,43-47点の間で差が非常に小さく,ど

の喪失歯数群間においても,自己評価得点に有意
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表7 喪失歯数群別にみた義歯使用者における

岨噂可能食品グループの人数分布 (%)

義歯罪倭用時 喪 尖 歯 数 1-7 8.-14 15.-21 22.-27 28

人 数 22 31 30 34 18

岨噂可鰭負FJ｡tlグループ グループ1またはグループ2までしかかめない 4.5 41.9 76.7 90.9 100.0

グループ3までしかかめない 0.0 32.3 10.0 9.1 0.0

グループ4までしかかめない 18｣2 12.9 10.0 0.0 0.0

グループ5またはグループ6まで全食品十分にかめる 77.5 12.9 3.3 0.0 0.0

^ p n 22 31 30 34 18

グ)ケープ3までしかかめない 0.0 41.9 40.0 44.1 50.0

グループ4までしかかめない 18.2 41.9 33.3 41.2 27.8

- 33-
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表8 喪失歯数群別にみた義歯使用者における自己評価得点

喪 _矢 歯 数 1′-7 8.-14 15-.21 22-.27 28

人 数 22 31 30 34 18

義 歯 非 使 用 時 の自 己 評 価 得 点 53.18 32.84 17.37 ll.18 9.17

S D 7.96 16.51 14.52 6.53 4.14_

義 歯 使 用 時 の自 己 評 価 得 点 54.91 46.45 46.53 46.80 43.17

S_~ D 2.98 6.62 9.23 7⊥67 ll.51

差は認められなかった｡

考 察

1.岨噂能力の評価方法について

従来より,岨噴機能の全容を明らかにし,岨噂

能力を定量的に表現しようとする方法が,多くの

研究者によって試みられてきた｡しかしながら,

岨噴機能は岨境に関与する各組織,器官の総合的

な営みの結果成立するものであり,また一万,切

断,粉砕,混合等といった多面的な要素をもって

いるため,-指標による表現方法では,岨噴能力

を評価することが非常に困難であるといえる｡

またこれまでは,Manlyl,2),石原3･4)による粉

砕粒子の分布状態から,岨噂能率を求めるいわゆ

る節分法が中心をなしていた｡しかし,こうした

方法は操作手順が煩雑であったり,特定の機材を

必要としたり,測定に長時間かかるなど,疫学調

査への応用は不適当なものであると考えられる｡

そのためか,岨噂機能に関して疫学研究を実施し

た例は少なく,わが国においては,成人集団にお

ける岨噂の実態すら十分に把握されているとは言

い難い現状である｡

まず,山本5)の考案した総義歯岨噛能率判定表

に従って質問する方法については, 日常の食生活

中の多種多様な食品の摂取可能状況を,総合的に

評価できるが,その反面食品の数が多く,今回,

回答者数名ごとに調査し,その都度検査者が質問

未来* Pく0.001

や不明の点に答えていたため,回答に幾分時間が

かかった｡このことから,疫学調査に応用するに

は,一度に多数の人数を相手にして調査 を行なう

など,アンケー トの取 り方に工夫が必要であると

思われた｡また設問の仕方で,単にかめるとかか

めないとか聞く場合には,食品ごとに回答者が抱

くイメージにかなり幅のあることが懸念される｡

安斎ら6)は,調理状態によって食品の難易度は大

きく変わる可能性があると報告しており,こうし

たことから平井ら7)は,調理方法によって硬さが

大きく変化する食品においては, (坐),(ゆで),

(煮)などと調理方法を明示する設問を行なって

いる｡いたずらに詳細な質問をしても回答者に混

乱を招 くことになるが,そうかといって設問を簡

略化してしまうと,食品のイメージを限定するこ

とが困難になってくる｡このあたりにもアンケー

ト調査の正確性に限界があるのかもしれない｡

次に,チューインガム法については,小沢ら8)

によって考案された方法であるが,羽田らの一連

の研究9~12)によると,ガムの組成,性状の恒常性,

また測定操作の簡便性といった点で優れており,

岨境の粉砕臼磨作用に唾液との混合作用を含めた

総合的な岨噂能力を評価できるとされている｡し

かも羽田ら10)が,石原の岨噴能力簡易測定法と比

較したところ,チューインガム法は信頼度95%で

の相対誤差が7-8%であり,石原の簡易測定法

では16-36%であったことから,この方法は実用

- 3 4 -
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上必要な精度を有するものと報告されている｡ま

た伊藤ら13)によって,野外調査で用いるための具

体的な実施方法も検討されている｡ただチューイ

ンガム法は,正確である反面,バラエティに富ん

だ岨噂の実態の一側面をとらえているに過ぎない

という危悦がある｡そこで本調査では,両者の利

点欠点を相補う意味から,岨噂能率判定表および

チューインガム法による2種類の岨噂能力測定法

を採用することにしたのである｡

2.岨噂能力について

歯牙の喪失など口腔機能の障害によって岨噴能

力が低下することは,誰しも容易に想像できるこ

とである｡後藤ら14,15)は,欠損歯数の増加によっ

てりんご,酢だこ,古たくあんの3食品をかめる

人の割合が明確に減少したと報告しており,また

食品としては硬いものほど喪失歯とかめる人の割

合との関係を明確に示したと結論している｡本調

査でも,岨噂能率判定表の食品別にみた場合,喪

失歯数が増加するに従って,岨噂難易度の高い食

品ほどかみにくくなるという傾向が確認された｡

また食品グループ別にみた場合,喪失歯が 1-

7歯の群はグループ5,6まで十分にかめる人が

74.1%と大半を占めており,喪失歯が0歯の群の

88.8%に比べてあまり減少していなかった｡この

ことから,喪失歯が 1-7歯では,0歯の群と比

較しても岨噂能力はほとんど低下していないこと

になる｡これは第1報で報告のあったように,喪

失歯が 1-7歯では喪失歯数に関わらず,義歯を

持っていない人がほぼ8割以上であったことから,

この程度の喪失歯では,それほど不自由している

人が多くないのかもしれない｡一方喪失歯が15-

21歯以上の群では,グループ1,2までしかかめ

ない人が大半を占めていた｡従って,これらの群

の中間,すなわち喪失歯が8-14歯が,岨噂可能
/

な食品の種類が大幅に変化するボーダーラインと

考えられる｡

近藤ら16)は,40歳前後の成人について同じく山

本式総義歯岨噂能率判定表を用いて調査した結果,

6-8歯の喪失から口腔機能障害を自覚するよう

な傾向がみられたと報告している｡一万後藤ら15)

は,食品や年齢の如何を問わず ｢噛める｣には,

35

喪失歯が大体10歯以下であると推察している｡ま

た Agerbergら17)は,食生活全般の岨噂の状況を

3段階に回答させる方法から,岨噴能力は喪失歯

数と密接な関連をもっており,喪失歯数が7本以

下では岨噛能力にほとんど影響しないと結論して

いる｡今回の結果は,後藤らや Agerbergらの報

告に近いものとなった｡

次に,山本式総義歯岨噴能率判定表の食品別の

結果をもとに,岨噴難易度による食品グループの

分け方について考えてみた｡細井ら18)は,全部床

義歯患者の5年後の調査で,最もかみにくい食品

として分類されているグループ6よりもグループ

5の方がかめない食品が多いことから,グループ

5と6の分類には一考の余地があるとしており,

また雑煮餅のように老人にとって好まれる食品は,

噂好性の強さがかめるかかめないかに影響を与え

ていると考察している｡今回の結果も同様に,グ

ループ5の酢だこ,するめいかは,喪失歯が8-

14歯で,十分にかめる人の割合がそれぞれ28.6%,

22.0%であり,さらに難易度の高いとされている

グループ6の堅焼せんべいの34.1%よりかみにく

い結果となっていた｡逆に雑煮餅は,喪失歯が8

-14歯で十分にかめる人の割合が57.9%であり,

グループ5の各食品のいずれよりもかみやすい結

果となった｡このように,岨噴難易度の順番と矛

盾した食品がみられたことから,さらに厳密に食

品の難易度を検討し,岨噂能力と喪失歯数との関

連を調査すれば,より密接な関連が示されるもの

と思われた｡

さて本調査では,28食品の数値化による自己評

価得点を求め,総合的な岨噂能力の評価を試みた｡

自己評価得点は,喪失歯が8-14歯以上の群での

減少が著明であったことから,食品のグループ別

にみた場合同様,やはりこのあたりにかめるかめ

ないかのボータ｣ラインが存在すると考えら.れる｡

また喪失歯が22-27歯群と28歯群は,自己評価得

点に有意差がなかったことから,残存歯が数本程

度になると,全歯喪失者と同じ程度に岨噛能力を

失ってしまうものと思われる｡

チューインガム法による岨噴能力の結果につい

ては,図4に示したように,喪失歯数の増加によ
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って溶出糖量が減少していく傾向が確認された｡

ただ喪失歯数の増加による溶出糖量の減少傾向を,

自己評価得点と比較してみると,喪失歯が8-14

歯でも喪失歯0歯群と比較した減少率は9.4%で,

自己評価得点の喪失歯8-14歯での減少率33.1%

よりもかなり低い値となっており,溶出糖量の方

が減少の仕方はやや緩やかであった｡これはガム

が,比較的軟らかい食品であり,喪失歯数の増加

に伴う溶出糖量の減少傾向から,岨噴能率判定表

の中では,グループ3あたりの食品に相当するた

めであろうと思われる｡

テスト食品を用いた岨噂能力の評価においては,

食品が軟らかすぎても硬すぎても偏った評価にな

ってしまう｡テスト食品に関しては,天然,人工

に限らず多くの研究19~21)が行なわれているが,痩

学調査に応用するには,食品に対する時好性や心

理的要因,日常食生活中の摂取頻度等も含めて検

討していかなければならない｡噂好性の面では,

老人にとっても馴染みやすい食品であることが望

ましい｡また硬さの面から考えると,チューイン

ガムは仝食品を代表するには軟らかすぎるのかも

しれない｡ガムより硬いゼリー状の食品,例えば

サンスター製 ｢チュ-ビック｣などを比較検討の

材料として使用できれば,全食品を代表するよう

な食品と喪失歯数との関連の評価が多少可能にな

ってくるであろう｡

最後に義歯使用者については,岨噂能率判定表

で義歯使用時と非使用時における食品摂取可能状

況を回答してもらった｡喪失歯が1-7歯では,

義歯を使用した時の自己評価得点53.18点と,使

用しなかったときの自己評価得点54.91点にほと

んど差がなかった｡この程度の喪失歯までであれ

ば,義歯の必要性をそれほど感じていないのかも

しれない｡しかし,喪失歯が8-14歯以上になる

と,義歯を使用しても岨噛難易度の高いグループ

5,6の食品はかめないと判断しており,喪失歯

数が多い者では,義歯の使用による岨噂の回復に

は,食品の種類において限界があるものと思われ

た｡また,喪失歯数が多い者でも義歯の使用によ

り自己評価得点による総合的な岨噛能力が相当回

復していた｡これは,岨噂難易度の中間的なグル

-プ3とグループ4の食品ならかめるという人が

増加したためであり,難易度の高いグループ5,

6の食品がかめるようになったからではなかった｡

さらに,喪失歯が8-14歯以上の群では,義歯使

用時の自己評価得点は43-47点の間で差が非常に

小さく,喪失歯が 1-7歯の群の自己評価得点

54.91点と,p<0.001で有意差が認められたこと

から,喪失歯が8-14歯以上になると,義歯を使

用しても,喪失歯が1-7歯の群の岨噴能力に及

ばないのではないかと思われた｡

平井ら7)は,摂取難易度により35品目の質問食

品を5群に分類し,第5群が第1群の3倍の難易

度であるとして各食品群に重みづけを行ない,令

計点を100点満点に換算した ｢岨噂スコア｣を定

義している｡この方法を全部床義歯装着症例に適

用したところ,新義歯では,旧義歯より明らかに

岨噂スコアが高いことが示され,岨噴機能評価の

一助となり得ると考察している｡本調査結果も,

数値化による総合的な岨噂能力の評価の有用性を

支持するものと思われた｡

本来,岨噴能率判定表による主観的評価法とチ

ューインガム法による客観的評価法は,それぞれ

岨噂能率の別な側面を評価している可能性がある｡

Carlsson22)は,Agerbergとともに食生活全般の岨

噂の状況について,食品別ではなく3段階に回答

させる方法で調査し,岨噂能力の自己評価とテス

ト食品を用いた客観的評価との相関関係はそれほ

ど高くなく,少なくとも義歯使用者において相関

はなかったと報告している｡これは,一般に自己

評価による岨噂能力は,実際の機能テストに比べ

てかなり主観的なものだからであろうと考察して

いる｡しかし今回のように,食品別にしかも三枝

択一で詳細に調査を行なえば,自己評価による岨

噴能力とテスト食品による岨噂能力は,相当対応

するはずである｡

本調査では,喪失歯数との関連を中心に岨噴能

力の分析を行なったが,今後は,喪失歯の歯種に

加え,その他の要因,すなわち性,年齢などの個

体の要因や,残存歯のう蝕の状況,歯周組織の状

況,また補綴状況などの影響についても検討する

予定である｡
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～結 論

第一報で分析の対象となった新潟県北蒲原郡安

田町在住の成人372名を調査対象として,山本式

総義歯岨噴能率判定表による自己評価 とチューイ

ンガム法によって岨噴能力を評価,検討し,以下

の結論を得た｡

1.本調査で岨噂能力の指標 とした,山本式総義

歯岨噂能率判定表による自己評価得点と,チュー

インガム法による溶出糖量は,減少傾向に違いは

あったものの,喪失歯数が増加するに従って, と

もに減少していく傾向が認められた｡喪失歯o歯

群 と比較した減少率は,自己評価得点は喪失歯が

8-14歯で33.1%,喪失歯が15-21歯で68.6%で

あり,溶出糖量は喪失歯が8-14歯で9.4%,喪

失歯が15-21歯で29.6%であった｡

2.喪失歯が8-14歯で,山本式総義歯岨噂能率

判定表の難易度の高い食品まで十分にかめる人の

割合が急激に減少する傾向が認められた｡一方,

チューインガム法による溶出糖量は,喪失歯が15

-21歯以上で大きな減少となった｡

3.可撤性義歯使用者において,義歯使用時に岨

噂能力は相当回復するものの,山本式総義歯岨噴

能率判定表の難易度の高い食品は,ほとんどかめ

ないと判断しており,義歯による岨噛能力の回復

には食品の種類において限界があることが示唆さ

れた｡

4.本調査で岨噂能力の測定法として採用した,

山本式総義歯岨噂能率判定表による調査 とチュー

インガム法は,ともに多数を対象とした疫学調査

に応用できるものであることが示唆された｡ただ

し,山本式総義歯岨噂能率判定表は,アンケー ト

の取 り方など,多少工夫する必要があるものと思

われた｡
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